
Power of Hello  
職員の挨拶の力による警戒活動
職場で周囲に注意し、不審な行動を察知したら報告

適した言葉を効果的に使えば大きな力になります。見知らぬ人物にも「こんにちは」と挨拶してさりげなく話しかけるだけで、人物がそこにいる理由を読み取りやすくなる
ものです。OHNOアプローチ（Observe：観察、Initiate a Hello：挨拶、Navigate the Risk：リスク回避、Obtain Help：助けを求める）は、不審な行動を見かけたら観察して状
況を判断、危険の可能性を回避し、助けを求めるにあたっての指針です。

危険防止の手段であるOHNOアプローチには、テロリズム/犯罪に関わる恐れのある不審な行動を的確に察知して報告する、理性的な観察力が求められます。

観察

周囲への警戒を怠らない
職員が注意を払うことで、次のような不審 
行動を察知することができます：

  物や荷物を置いて放置したり、その場を
立ち去る。

  人員や施設、セキュリティ設備、インフラ
を不自然に、あるいは密かに長時間観察
したり写真/ビデオを撮ったりしている。

  立入禁止エリアに許可なく入ろうとし 
たり、許可のある人物を装う。

  具体的な理由なくうろついている。
  警備員やセキュリティシステムを避ける。
  攻撃性を示したりほのめかす。

挨拶

危険を認識して脅威の可能性を阻止する
次のような「Power of Hello（挨拶の力）」を用い 
てあなたの領域にいる不審人物にアプローチし 
ます（アクティブリスニングを心がけましょう）：

  笑顔で相手の目を見ながら自己紹介する。
  「こんにちは、ご機嫌いかがですか？」
  「どのようなご用件でしょうか？」
  「何か/どなたかお探しですか？」
  「ここにいますので、何かあればお呼びください」

  不審と思われる人物に接触することは時に危険
をともないます。場合によっては専門機関か、そ
のような場合の対応の訓練を受けた職員に報告
することが賢明です。

リスク回避 

観察している行動が脅威あるいは不審なもの 
か自問し、危険を回避
妥当な理由から、テロリズムやその他の犯罪行為の疑いが
ある行動や挙動を観察している時、次のことを考えてみま
しょう：

  不審者は、そのビジネスやサービスを実際に利用しよう
としているように見えるか？

  気候やその日の状況に合った服装をしているか？
  警備員やセキュリティを避けようとしているか？
  ビジネスの機能や職員について聞き出そうとしていない
か？（例：閉店作業は誰がするんですか？、ここでは何人
働いているんですか？、など）

  あなたに恐怖を感じさせる行動をしているか？（もし恐怖
を感じる場合は落ち着いてその場を離れ、9-1-1へ通報）

助けを求める

危険を回避した後、管理者や専門機関
に助けを求める
OHNOを用いて、第一対応者や警備員にできるだ
け的確な情報を伝えましょう：

  緊急の場合や恐怖を感じたら9-1-1に通報。
  管理者や警察に説明すべきことをまとめるに
は、次の「5W」を考えてみましょう：
  — What：何が起きているのか？
  — Who：誰がそれをしているのか？
  — Where：どこで起こっているのか？
  — When：いつそれを見たのか？ 
  — Why：不審者がなぜそこにいるのか？
  地元の法執行機関に疑わしい行動を報告した
り、非緊急通報の番号へ電話して相談すること
もできます。

Power of Helloのその他の資料は cisa.gov/employee-vigilance-power-hello で確認できます。

DHSの If You See Something, Say Something ®キャンペーンは、テロリズムに関わる不審な行動の兆候を認識し報告する方法について、さらに詳しい情報を提供しています。

OHNOアプローチは、犯罪行為の疑いのある、あるいはその兆候のある行動や挙動について説明しています。それらの行動は憲法上守られたものである可能性もあります。行動が不審であるという合理的結 
論に達するだけの、明確な事実の裏付けがある場合にのみ報告してください。憲法上の権利のある行動や人種、信仰、性別、性的指向、あるいは複合したそれらの要素のみを理由に報告することはしないで 
ください。

English into Japanese

http://cisa.gov/employee-vigilance-power-hello
https://www.dhs.gov/see-something-say-something

